
　

き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
、
沿
道
な
ど
の
公
共

的
な
空
間
に
花
壇
（
市
民
花
壇
）
を
設
置

し
、
自
主
的
に
維
持
管
理
す
る
団
体
に
花

の
苗
を
配
布
し
ま
す
。

配
布
対
象
団
体

　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
３

人
以
上
で
構
成
す
る
非
営
利
活
動
組
織

で
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
識
が
あ
り
代
表
者
が
明
確
な

団
体
。

（
例
）
自
治
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
子
ど

も
会
、
学
校
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
保
育
所
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

そ
の
他
こ
の
運
動
の
た
め
新
規
に
結
成
し

た
団
体
な
ど
。

市
民
花
壇
の
場
所

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
場
所

○

原
則
、
市
内
の
土
地
で
道
路
な
ど
に
面

し
て
お
り
、
多
数
の
方
が
容
易
に
鑑
賞

で
き
る
。

○

国
や
地
方
公
共
団
体
ま
た
は
民
間
の
助

成
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
財
政
的
支
援

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

○

土
地
の
管
理
者
な
ど
の
許
可
・
承
諾
が

得
ら
れ
て
い
る
。

花
苗
の
種
類
・
配
布
数

　

パ
ン
ジ
ー
、
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
、
ビ
オ
ラ

を
予
定
し
て
お
り
、
１
㎡
あ
た
り
６
ポ
ッ

ト
、
１
団
体
当
た
り
３
０
０
ポ
ッ
ト
を
配

布
限
度
数
と
し
ま
す
。
な
お
配
布
時
期
は
、

11
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
で
す
。

申
し
込
み

　

10
月
２
日
㈪
か
ら
17
日
㈫
ま
で
に
、
公

衆
衛
生
推
進
協
議
会
事
務
局
（
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
内
）、環
境
整
備
課
、各
支
所
、

総
合
市
民
会
館
、
栄
公
民
館
に
備
え
付
け

の
申
込
書
を
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

○

花
苗
の
配
布
を
受
け
た
団
体
は
12
月
７

日
㈭
ま
で
に
実
施
報
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○

市
民
花
壇
の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費

は
各
団
体
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

○

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で
配
布
団

体
を
決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　インボイス制度の導入により、上下水道局では事
業ごとに適格請求書発行事業者の登録を行いました。

インボイスへの対応
　10月１日以降に検針する水道料金などの請求につ
いて、次の書類がインボイスに対応します。なお、
水道料金などの支払いに使用する「水道料金等納付
書」は、インボイスに対応しませんので注意してく
ださい。
○使用水量等のお知らせ（検針票）
○使用水量等のお知らせ（はがきタイプ検針票）
○水道料金等口座振替領収書（三つ折りはがき）

名称 登録番号
大竹市上下水道局　水道事業 T4800020002684
大竹市上下水道局　公共下水道事業 T5800020002683
大竹市漁業集落排水事業 T1800020005161
大竹市農業集落排水事業 T2800020005160
大竹市上下水道局　工業用水道事業 T3800020002685

リサイクル下敷きを寄贈
株式会社正和クリーン

　８月22日に、尾道市の㈱正和クリーンから、
市内の小学校に通う４年
生の環境学習に役立てる
ため、ペットボトルのリ
サイクル下敷き196枚を
寄贈していただきまし
た。ありがとうございま
した。

マロンの里秋まつり
問い合わせ　マロンの里交流館　☎55-0055

　４年ぶりとなるマロンの里秋まつりを開催し
ます。詳しくは、広報 11 月号に掲載します。
と　き
　11 月５日㈰
ところ
　マロンの里交流館

花
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

秋
季
花
い
っ
ぱ
い
運
動

問
い
合
わ
せ

　

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
事
務
局
（
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
59
２
１
１
２

水道料金、下水道使用料などが
インボイス制度に対応します―

問い合わせ　上下水道局業務課　☎59-2191

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

汚
染
や
故
障
の
原
因
に
―

　

浄
化
槽
は
、
正
し
く
使
わ
な
い
と
、
浄

化
機
能
が
低
下
し
、
川
や
水
路
の
汚
染
の

原
因
と
な
っ
た
り
、
浄
化
槽
の
故
障
に
つ

な
が
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

川
な
ど
の
汚
染
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
や
、

機
器
を
修
繕
す
る
手
間
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○

塩
素
系
洗
剤
（
漂
白
剤
、
カ
ビ
取
り
剤

な
ど
）
を
使
う
と
き
は
、
多
量
に
使
用

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
、
水
洗
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
出
る
汚
れ
た
排
水
を
き
れ
い
に
し
、川
や
海
に
流
す
設

備
で
す
。く
み
取
り
処
理
や
公
共
下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
処
理

施
設
へ
の
接
続
が
な
い
住
居
な
ど
に
は
設
置
が
必
要
で
す
。

浄
化
槽
に
は
、水
洗
ト
イ
レ
の
汚
水
だ
け
を
処
理
す
る
単
独
処
理

浄
化
槽
と
、台
所
や
風
呂
な
ど
の
生
活
雑
排
水
も
併
せ
て
処
理
す

る
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ
り
ま
す
。

せ
ず
、
多
め
の
水
で
洗
い
流
す

○

油
や
野
菜
く
ず
は
流
さ
ず
、
ご
み
と
一

緒
に
出
す

○

ト
イ
レ
に
紙
お
む
つ
や
衛
生
用
品
、
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
を
流
さ
な
い

○

長
期
旅
行
の
と
き
も
浄
化
槽
の
送
風
機

の
電
源
を
つ
け
て
お
く

正
し
く
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う

検
査
・
点
検
・
清
掃
を
―

　

浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
し
、
長
持
ち
さ

せ
る
た
め
、
定
期
的
に
検
査
や
清
掃
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

法
定
検
査

　

浄
化
槽
が
適
正
に
使
用
さ
れ
、
本
来
の

浄
化
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
、

保
守
点
検
や
清
掃
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
検
査
で
、
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
定
検
査
は
、
県
指
定
検
査
機
関
（
公

益
社
団
法
人
広
島
県
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
、
公
益
社
団
法
人
広
島
県
浄
化
槽
協

会
）
が
実
施
し
ま
す
。

検
査
の
内
容

①
初
期
の
水
質
検
査

　

浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
か
ら
３
〜
８
カ

月
の
間
に
行
い
ま
す
。

②
定
期
検
査
（
年
１
回
）

　

浄
化
槽
が
機
能
を
十
分
発
揮
し
、
処
理

さ
れ
た
水
が
身
近
な
生
活
環
境
の
悪
化
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
か
検
査
し
ま
す
。

保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
装
置
が
正
常
に
働
い
て
い
る

か
ど
う
か
を
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
修

理
、
消
毒
剤
の
補
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。

保
守
点
検
の
回
数
は
、
浄
化
槽
の
機
種
や

規
模
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

保
守
点
検
は
、
県
に
登
録
し
た
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

清　

掃

　

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
と
、
そ
の
内

部
に
汚
泥
な
ど
が
た
ま
り
ま
す
。
定
期
的

に
汚
泥
な
ど
を
抜
き
取
り
、
浄
化
槽
か
ら

の
汚
泥
の
流
出
や
悪
臭
の
発
生
な
ど
を
防

止
し
ま
す
。
家
庭
用
の
浄
化
槽
で
あ
れ
ば
、

１
年
に
１
回
以
上
行
う
こ
と
が
一
般
的
で

す
。（
汚
泥
が
た
ま
り
や
す
い
全
ば
っ
気

式
は
、
お
お
む
ね
６
カ
月
に
１
回
）

　

清
掃
は
、
市
が
許
可
し
た
浄
化
槽
清
掃

業
者
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。

浄
化
槽
補
助
制
度

　

公
共
下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
処
理
施

設
の
計
画
区
域
外
の
個
人
の
専
用
住
宅

（
別
荘
な
ど
を
除
く
）
に
小
型
合
併
処
理

浄
化
槽
を
新
た
に
設
置
す
る
方
に
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

く
み
取
り
や
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
の

転
換
や
新
築
、
既
設
の
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
を
更
新
す
る
場
合
が
補
助
対
象
と
な

り
ま
す
。

（広島県浄化槽維持管理啓発事業　標語） （広島県浄化槽維持管理啓発事業　キャラクター）

10月１日は

「浄化槽の日」
問い合わせ　環境整備課　☎59-2154

きれいな水環境を守りましょう
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市
が
定
め
る
迷
惑
電
話
を
防
止
す
る
機

能
が
付
い
た
電
話
機
な
ど
の
購
入
費
の
半

額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※
補
助
金
の
申
請
は
申
込
順
で
す
の
で
、

予
算
の
額
を
超
え
る
場
合
は
、
申
請
の
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

　

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
で
、
申

請
を
行
う
日
に
、
満
65
歳
以
上
の
方
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
世
帯
員
で
あ
る
方

対
象
電
話
機
な
ど

　

迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
の
固
定
電
話

機
ま
た
は
固
定
電
話
機
に
取
り
付
け
る
機

器
で
次
の
い
ず
れ
か
の
機
能
が
あ
る
も
の

○

電
話
を
か
け
て
き
た
相
手
に
自
動
で

「
通
話
内
容
を
録
音
す
る
旨
」
の
警
告

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
、
通
話
内
容
を
録

音
す
る
機
能

○

迷
惑
電
話
番
号
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録

さ
れ
た
情
報
を
自
動
判
別
し
て
着
信
を

拒
否
、
ま
た
は
ラ
ン
プ
な
ど
で
警
告
表

示
を
す
る
機
能

補
助
対
象
経
費

　

市
内
の
店
舗
で
令
和
５
年
４
月
１
日
以

降
に
購
入
し
た
電
話
機
な
ど
の
購
入
費（
設

置
費
は
除
く
）

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
（
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
を
含
む
）の
２
分
の
１
以
内（
１
０

０
円
未
満
切
り
捨
て　
上
限
１
万
円
）

申
し
込
み

　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で
に
産
業
振

興
課
へ
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

市
役
所
で
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

　

口
座
振
替
な
ら
納
め
に
行
く
手
間
も
な

く
、
納
め
忘
れ
も
、
納
付
書
を
紛
失
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
印
鑑
不
要
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
本
人
確
認
書
類
が

あ
れ
ば
最
短
５
分
で
口
座
振
替
依
頼
が
で

き
ま
す
。

受
付
場
所

　
市
役
所
本
庁
２
階
４
番
窓
口

利
用
で
き
る
税
・
保
険
料
な
ど

　
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、固
定
資
産
税・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
保
育
料
、
副
食
費
、

市
営
住
宅
使
用
料
、
市
営
住
宅
駐
車
場
使

用
料
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

四
国
銀
行
、
山
口
銀
行
、
広
島
信
用
金

庫
、
も
み
じ
銀
行
、
ひ
ろ
し
ま
農
業
協
同

組
合
、
西
京
銀
行
、
中
国
労
働
金
庫
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行

注
意
事
項

　

口
座
名
義
人
ま
た
は
納
税
義
務
者
以
外

の
方
が
手
続
き
す
る
際
は
、
原
則
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
取
り
扱
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
「
大
竹
市　

ペ
イ
ジ
ー
」
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
、
ま
た
は
市
民
税

務
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　小・中学生、高校生に大人も
交え、世代を超えたジョイント
コンサートです。
と　き　10月22日㈰
　13時～15時30分
ところ　アゼリアホール（臨時
駐車場　大竹中学校第２駐車場）
出　演
○大竹中学校吹奏楽部
○小方中学校吹奏楽部
○和木中学校吹奏楽部
○大竹高等学校吹奏楽部
運営ボランティアスタッフ募集
　興味のある方、当日の運営を
手伝っていただける方は、気軽
にジュニアコンサート実行委員
会へ連絡してください。

申請受け付け再開

高齢者のみの世帯へ
迷惑電話防止機能付き電話機などの
購入費補助

市役所で手続きできる
ペイジー口座振替
受付サービスの利用を―

　問い合わせ
　　市民税務課　☎59-2127

問い合わせ　産業振興課　☎59-2131

吹奏楽部集結
第23回 ジュニアコンサート
問い合わせ
　 ジュニアコンサート実行委員会

（谷川携帯）☎090-3889-9176

【
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に
向
け
て
】

　

時
代
の
変
化
に
と
も
な
い
、
困
り
ご
と

が
分
野
を
問
わ
ず
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
単
独
の
支
援
機
関
で
は
対
応

が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
困
り
ご
と
に
対
応
し
た
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
あ
る
特
定
の
困
り

ご
と
に
対
す
る
市
の
相
談
窓
口
と
は
別

に
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

い
人
の
た
め
の
窓
口
『
ま
る
っ
と
大
竹
』

を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
る
っ
と
大
竹
で
は
、

既
存
の
相
談
体
制
を
生
か
し
な
が
ら
、
複

数
の
支
援
機
関
と
協
力
を
行
い
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

【
相
談
先
の
分
か
ら
な
い
困
り
ご
と

は
ま
る
っ
と
大
竹
へ
】

　

ま
る
っ
と
大
竹
で
は
「
ど
う
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
」「
ひ
と
り
で
は
解
決

で
き
な
い
」「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
持
っ

て
い
る
方
に
、
支
援
方
法
を
考
え
、
適
切

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
本
人
、
家
族
、
関
係
者
な
ど
、
ど
な
た

で
も
相
談
可
能
で
す
。

下
瀬
美
術
館

入
館
５
万
人
達
成

　

３
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
下
瀬
美
術

館
の
入
館
者
数
が
９
月
８
日
に
５
万
人
を

達
成
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
棟
で
記
念
の
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
万
人
目
と

な
っ
た
原
田
美
由
紀
さ
ん
（
51
歳　

広
島

市
安
佐
南
区
）
に
、
谷
藤
史
彦
副
館
長
か

ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
代
の
頃
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
工
芸
家
エ

ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
原
田

さ
ん
は
、
開
催
中
の
『
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ　

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
花
器
と
家
具
』

展
を
目
当
て
に
来
館
。「
ガ
レ
と
い
え
ば

ガ
ラ
ス
工
芸
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

大
型
の
家
具
も
あ
っ
た
の
が
意
外
で
し

た
。
ど
こ
か
東
洋
の
影
響
を
受
け
た
よ
う

な
印
象
を
受
け
ま
し
た
」。
こ
の
後
は
、
ガ

レ
の
愛
し
た
花
が
植
え
ら
れ
た
庭
の
散
策

も
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

10
月
１
日
㈰
か
ら
令
和
６
年
１
月
14
日

㈰
ま
で
は
『
四
谷
シ
モ
ン
と
金
子
國
義　

あ
ど
け
な
い
誘
惑
』
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【相談窓口】
◆ まるっと大竹相談窓口（地域介護課【⑬番窓口】）
　 受付時間　月曜日～金曜日９時～15時
　 ※祝・休日・年末年始は除く
　 ※次の窓口でも同様に対応ができます。
◆ 市社会福祉協議会　☎ 52-2211
◆ 知仁会　メープルヒル病院　☎ 57-7451

ど
こ
に
行
っ
て
い
い
か
分
か
ら
な
い

そ
ん
な
と
き
に
頼
れ
る
相
談
窓
口

『
ま
る
っ
と
大
竹
』で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

地
域
介
護
課　

☎
28
５
５
０
５

①相談受け付け
　まずはまるっと大竹相談窓
口へ電話または直接相談して
ください。担当者が困りごと
を伺います。
※窓口にお越しの際は、事前
に電話で予約してください。

②支援検討
　相談内容に応じて支援チー
ムをつくり、担当者から改め
て連絡します。困りごとにつ
いて、支援チームと課題を一
緒に考えましょう。

③支援実施
　これまでの相談内容を踏ま
えて、一人一人にあった支援
を行います。

相談の流れ

谷藤副館長から記念品を受け取る
原田さん（右）。
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